
魏
晋
に

お

け
る
太
極
論
の
展
開

仲
　
畑

信

は
じ
め
に

　
王
弼

（
二
二
六
ー
二
四
九
）
の
『
周
易
注
』
は
、
漢
代
以
来
の
易
学
と
は
大
き
く
異
な
る
新
し
い
易
学
で
あ
り
、
そ
の
王
弼
易
注

が
世
に

出
て
以
後
、
当
時
の
老
荘
思
想
の
盛
行
や
、
玄
学
・
清
談
の
流
行
と
も
相
侯
っ
て
、
そ
の
説
き
方
が
非
常
に
受
け
、
続
く
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ロ

北
朝
時
代
に
は
、
北
方
で
は
鄭
玄
易
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
南
方
で
は
王
弼
易
が
行
な
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
唐
代
に
『
五

経
正
義
』
が
編
纂
さ
れ
る
に
至
り
、
王
弼
注
が
、
王
弼
の
旨
を
継
承
す
る
と
考
え
ら
れ
た
韓
康
伯
の
繋
辞
伝
以
下
の
注
と
と
も
に
採

用

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
易
学
の
歴
史
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
王
弼
の
易
学
は
、
次
第
に
漢
代
以
来
の
易
学
を
押
し
退
け
、
易
学
に

お

け
る
主
流
を
占
め
て
い
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
王
弼
以
後
の
易
学
の
展
開
を
、
現
在
に
残
さ
れ
て
い
る
文
献
な
ど
に
照
ら
し
て
考
え
て
み
る
と
、
漢
代
以
来
の
易
学
も

依
然

と
し
て
根
強
く
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
王
弼
の
新
し
い
易
学
の
影
響
も
充
分
に
認
め
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

王
弼
の

易
学
の
み
が
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
、
漢
代
以
来
の
易
学
が
影
響
力
を
失
っ
た
と
は
、
必
ず
し
も
思
わ
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
漢
代
以
来
の
旧
説
と
王
弼
の
新
解
釈
と
が
特
に
根
本
的
な
相
異
を
示
し
て
い
る
繋
辞
上
伝
の
「
太
極
」
に
関
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す

る
解
釈
を
取
り
上
げ
、
両
者
の
相
異
な
る
解
釈
の
う
ち
、
ど
ち
ら
が
後
世
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
ど
ち
ら
が
よ
り

継
承

さ
れ
た
の
か
、
こ
の
点
を
王
弼
以
後
の
魏
晋
時
代
を
中
心
に
解
明
し
て
行
き
、
当
時
の
易
学
の
傾
向
を
考
え
る
端
緒
と
し
た
い

と
思
、
主

一

　
王
弼
以
後
の
太
極
論
の
展
開
を
考
察
す
る
前
に
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
「
太
極
」
に
関
す
る
漢
代
以
来
の
旧
解
釈
と
王
弼
の
新
し
い

解
釈

と
の
根
本
的
な
相
異
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。

　
漢
代
以
来
の

「

太
極
」
に
関
す
る
旧
説
と
し
て
は
、
ま
ず
、
『
漢
書
』
律
暦
志
上
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
く

　
　
太
極
元
気
、
三
を
函
み
て
一
為
り
。
極
は
、
中
な
り
。
元
は
、
始
な
り
。

と
あ
る
。
魏
の
孟
康
は
、

　
　
元
気

は
始
め
子
に
起
き
、
未
分
の
時
、
天
地
人
混
合
し
て
一
為
り
。

と
注
す
。
同
じ
く
『
漢
書
』
律
暦
志
上
に
は
、
劉
歌
の
説
と
し
て
、

　
　
太
極
は
中
央
の
元
気
。

と
も
あ
る
。
ま
た
、
『
文
選
』
巻
十
九
、
張
華
「
働
志
」
の
「
大
儀
斡
運
、
天
廻
地
游
」
に
対
す
る
李
善
の
注
は
、
ま
ず
、
「
大
儀
は
、

太
極
な

り
」
と
し
、
そ
の
後
で
、
「
鄭
玄
曰
く
」
と
し
て
、

　
　
極
中
の
道
、
淳
和
未
分
の
気
な
り
。
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と
言
う
。
ま
た
、
鄭
玄
は
一
『
易
緯
乾
馨
度
』
の
「
易
始
於
太
極
」
に
注
し
て
、

　
　
気
象
未
分
の
時
に
し
て
、
天
地
の
始
ま
る
所
な
り
。

と
も
言
う
。
こ
れ
ら
の
解
釈
は
い
ず
れ
も
、
「
太
極
」
を
未
分
の
元
気
と
し
、
そ
の
「
太
極
元
気
」
か
ら
天
地
（
人
）
が
始
ま
る
と
す

る
解
釈
で
あ
る
。

　
ま
た
、
『
文
選
』
巻
四
十
八
、
班
固
「
典
引
」
に
、

　
　
　
　
　
ひ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ご

　
　
太
極
の

元
、
両
儀
始
め
て
分
か
れ
、
姻
姻
燈
姐
と
し
て
、
沈
み
て
奥
れ
る
有
り
、
浮
き
て
清
き
有
り
。
沈
浮
交
錯
し
、
庶
類
混

　
　
成
す
。

と
あ
る
。
察
畠
は
こ
れ
に
注
し
て
、

　
　
姻
姻
畑
畑

は
、
陰
陽
和
一
し
相
い
扶
く
る
の
貌
な
り
。
奥
は
、
濁
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
両
儀
始
め
て
分
る
る
の
時
、
其
の

　
　
気
　
和
同
し
、
沈
み
て
濁
れ
る
者
は
地
と
為
り
、
浮
き
て
清
き
者
は
天
と
為
る
。
地
は
体
沈
み
て
気
昇
り
、
天
は
道
浮
き
て
気

　
　
降

り
、
升
降
交
錯
す
れ
ば
、
則
ち
衆
類
同
じ
。

と
言
う
。
こ
の
班
固
の
「
典
引
」
及
び
察
畠
注
は
、
「
太
極
↓
天
地
↓
万
物
」
と
い
う
生
成
の
過
程
を
、
「
太
極
」
の
元
気
に
基
づ
く

気
に

よ
り
説
く
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
漢
代
の
太
極
論
は
、
「
太
極
」
を
未
分
の
元
気
と
し
、
そ
の
「
太
極
元
気
」
か
ら
天
地
万
物
が
生
ま
れ
出
て
く
る
と

す

る
、
生
成
論
的
な
解
釈
、
い
わ
ば
太
極
元
気
生
成
論
が
中
心
で
あ
る
。

　
一
方
、
王
弼
の
太
極
論
は
、
『
周
易
』
繋
辞
上
伝
「
大
術
之
数
五
十
、
其
用
四
十
有
九
」
に
対
す
る
韓
康
伯
注
に
、
「
王
弼
曰
く
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。
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天
地
の

数

を
演
ぶ
る
に
、
頼
る
所
の
者
は
五
十
な
り
。
其
の
用
は
四
十
有
九
な
れ
ば
、
則
ち
其
の
一
は
用
ゐ
ざ
る
な
り
。
用
ゐ

　
　
ず
し
て
用
は
之
れ
を
以
て
通
じ
、
数
に
非
ず
し
て
数
は
之
れ
を
以
て
成
る
。
斯
れ
易
の
太
極
な
り
。
四
十
有
九
は
、
数
の
極
な

　
　
り
。
夫
れ
元
は
元
を
以
て
明
ら
か
に
す
べ
か
ら
ず
、
必
ず
有
に
因
る
。
故
に
常
に
有
物
の
極
に
於
い
て
、
必
ず
其
の
由
る
所
の

　
　
宗
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。

王
弼
は

大
街
の

数
五
十
の

う
ち
の
不
用
の
一
を
「
太
極
」
と
す
る
。
こ
の
不
用
の
］
、
つ
ま
り
「
太
極
」
そ
の
も
の
は
、
は
た
ら
く

も
の
で
も
、
数
で
も
な
い
が
、
全
て
の
は
た
ら
き
、
全
て
の
数
は
、
こ
の
「
太
極
」
に
由
り
通
じ
、
こ
の
「
太
極
」
に
由
り
成
る
。

そ
し
て
「
太
極
」
を
「
無
」
と
言
い
換
え
、
万
有
が
由
る
所
の
宗
で
あ
る
と
す
る
。

　
ま
た
、
王
弼
は
『
老
子
』
六
章
の
「
谷
神
不
死
、
是
謂
玄
牝
、
玄
牝
之
門
、
是
謂
天
地
根
」
に
対
す
る
注
に
お
い
て
も
、
「
太
極
」

に

言
及
し
て
い
る
。

　
　
谷
神

は
、
谷
の
中
央
の
無
な
る
者
な
り
。
形
無
く
影
無
く
、
逆
ら
ふ
無
く
違
ふ
無
く
、
卑
き
に
処
り
て
動
か
ず
、
静
を
守
り
て

　
　
衰
へ
ず
、
物
は
之
れ
を
以
て
成
り
、
而
し
て
其
の
形
を
見
ず
、
此
れ
至
物
な
り
。
卑
き
に
処
り
静
を
守
り
、
得
て
名
つ
く
べ
か

　
　
ら
ず
、
故
に
之
れ
を
玄
牝
と
謂
ふ
。
門
は
、
玄
牝
の
由
る
所
な
り
。
其
の
由
る
所
に
本
づ
け
ば
、
太
極
と
体
を
同
じ
く
す
、
故

　
　
に

之
れ
を
天
地
の
根
と
謂
ふ
な
り
。

王
弼

は
ま
ず
、
「
谷
神
」
を
「
無
」
と
し
、
そ
の
「
谷
神
（
無
）
」
を
、
物
を
物
と
し
て
成
立
さ
せ
る
「
至
物
」
と
し
、
そ
れ
を
「
玄

牝
」
と
呼
ぶ
、
と
す
る
。
ま
た
、
「
玄
牝
之
門
」
と
は
、
「
無
」
で
あ
る
「
玄
牝
」
の
由
る
所
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
天
地
の
根
」
と
す

る
。
そ
し
て
、
「
太
極
」
は
、
「
其
の
由
る
所
に
本
づ
け
ば
、
太
極
と
体
を
同
じ
く
す
」
る
の
で
あ
る
か
ら
、
物
を
物
と
し
て
成
立
さ

せ
て

い

る
「
無
（
玄
牝
）
」
の
由
る
所
で
あ
り
、
「
天
地
の
根
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
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谷
神
1
1
無
1
1
至
物
（
物
を
物
と
し
て
成
立
さ
せ
る
も
の
）
1
1
玄
牝

　
　
玄
牝
の

由
る
所
‖
玄
牝
の
門
‖
天
地
の
根
‖
太
極

と
な
る
。

　

「

大
術
」
章
の
王
弼
説
は
、
明
ら
か
に
「
太
極
」
を
「
無
」
と
言
い
換
え
て
い
る
が
、
『
老
子
』
六
章
注
は
、
「
太
極
」
を
「
無
」

の

由
る
所
と
す
る
。
矛
盾
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
六
章
注
で
「
太
極
」
を
物
を
物
と
し
て
成
立
さ
せ
る
「
無
」
の
由
る
所
と

す

る
の
は
、
「
太
極
」
が
万
物
の
由
る
所
の
宗
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
王
弼
の
所
謂
「
太
極
」

と
は
、
万
物
万
有
の
由
る
所
の
宗
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
「
天
地
の
根
（
天
地
万
物
の
根
本
）
」
と
さ
れ
、
ま
た
、
物
を
物
と
し
て
成

立

さ
せ
る
「
無
（
至
物
）
」
と
ほ
ぼ
同
一
の
概
念
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
漢
代
以
来
の
旧
説
は
「
太
極
元
気
」
か
ら
天
地
万
物
が
生
ま
れ
出
て
く
る
と
す
る
太
極
元
気
生
成
論
で
あ
り
、

一
方
、
王
弼
の
新
解
釈
は
、
「
太
極
」
を
万
物
万
有
の
由
る
所
の
宗
と
し
、
物
を
物
と
し
て
成
立
さ
せ
る
「
無
」
と
ほ
ぼ
同
一
の
概
念

と
す
る
の
で
あ
る
。
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二

　
さ
て
、
右
の
二
つ
の
太
極
論
が
い
か
に
継
承
さ
れ
て
い
る
か
を
考
え
て
行
く
こ
と
と
す
る
。

　

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
易
学
一
般
の
歴
史
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
王
弼
易
学
の
継
承
者
は
数
多
存
在
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
こ

そ
の
中
で
も
韓
康
伯
は
、
『
周
易
正
義
』
に
「
王
弼
の
旨
を
承
く
」
と
あ
る
よ
う
に
、
王
弼
易
学
の
継
承
者
と
目
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の



言
説
が
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
韓
康
伯
の
太
極
解
釈
を
検
討
し
、
魏
晋
の
世
に
、
王
弼
の
太
極
論
が
ど
の
よ
う
に

継
承
さ
れ
て
い
る
か
を
探
る
こ
と
と
す
る
。

　
韓
康
伯

は
「
太
極
」
を
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

　
　
夫
れ
有
は

必
ず
元
に

始

ま
る
。
故
に
太
極
　
両
儀
を
生
ず
る
な
り
。
太
極
な
る
者
は
、
元
称
の
称
、
得
て
名
つ
く
べ
か
ら
ず
。

　
　
有
の
極
ま
る
所
を
取
り
、
之
れ
を
太
極
に
況
ふ
る
者
な
り
。

ま
た
、
同
じ
く
繋
辞
上
伝
の
「
陰
陽
不
測
之
謂
神
」
に
対
す
る
注
に
お
い
て
は
、

　
　
是

を
以
て
両
儀
を
明
ら
か
に
す
る
に
、
太
極
を
以
て
始
め
と
為
す
。

と
も
言
う
。
韓
康
伯
は
繋
辞
伝
の
「
太
極
」
を
解
釈
す
る
の
に
、
ま
ず
「
夫
有
必
始
於
元
」
と
言
う
。
こ
れ
は
『
老
子
』
四
十
章
の

「

天
下
万
物
生
於
有
、
有
生
於
無
」
に
基
づ
く
。
『
老
子
』
は
「
無
↓
有
↓
万
物
」
と
い
う
生
成
を
説
き
、
韓
康
伯
は
こ
れ
を
基
に
、

「

太
極
生
両
儀
」
を
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
太
極
」
を
「
元
」
と
し
、
そ
の
「
元
」
な
る
「
太
極
」
か
ら
「
有
」
な
る

「

両
儀
」
が
始
ま
る
、
「
元
」
な
る
「
太
極
」
か
ら
「
有
」
な
る
「
両
儀
」
が
生
ず
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
王
弼
の

太
極
論
と
、
こ
の
韓
康
伯
の
太
極
論
と
を
比
較
す
る
と
、
「
太
極
」
を
「
無
」
と
す
る
点
で
両
者
は
共
通
す
る
。
し
か
し
、

王
弼

は
、
万
物
の
由
る
所
の
宗
、
物
を
物
と
し
て
成
立
さ
せ
る
「
無
」
を
「
太
極
」
と
す
る
。
一
方
、
韓
康
伯
は
、
『
老
子
』
の
生
成

論

を
基
に
、
「
有
」
の
始
め
で
あ
り
、
「
有
」
を
生
み
出
す
「
元
」
、
い
わ
ば
生
成
の
始
源
と
し
て
の
「
元
」
を
「
太
極
」
と
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
『
老
子
』
に
は
、
四
十
章
の
「
天
下
万
物
生
於
有
、
有
生
於
無
」
以
外
に
も
、
二
十
五
章
「
有
物
混
成
、
先
天
地

生
」
、
四
十
二
章
「
道
生
一
、
一
生
二
、
二
生
三
、
三
生
万
物
」
な
ど
、
万
物
の
生
成
を
説
く
章
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
こ
で
、
王
弼

と
韓
康
伯
の
太
極
論
の
異
同
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
王
弼
の
『
老
子
注
』
が
、
こ
れ
ら
万
物
の
生
成
を
説
く
章
を
い
か
に
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解
釈

し
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
と
す
る
。

　
王
弼
の

『

老

子
』
四
十
章
注
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
　
天
下
の

物
、
皆
有
を
以
て
生
を
為
す
。
有
の
始
ま
る
所
、
無
を
以
て
本
と
為
す
。
将
に
有
を
全
く
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
必
ず
無
に

　
　
反
る
な
り
。

こ
の
注
の
意
味
す
る
所
は
、
天
下
の
万
物
は
全
て
「
有
」
か
ら
生
ま
れ
出
て
く
る
。
そ
し
て
そ
の
万
物
を
生
み
出
す
「
有
」
は
「
無
」

を
本
と
す
る
。
本
と
す
る
と
い
う
の
は
、
「
有
」
が
「
無
」
か
ら
生
ま
れ
出
て
く
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
「
有
」
が
「
無
」
に
由

る
、
「
無
」
の
働
き
に
よ
る
、
と
い
う
意
味
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
「
有
」
を
「
有
」
と
し
て
完
全
な
状
態
に
保
つ
た
め

に

は
、
そ
の
本
、
い
わ
ば
そ
の
成
立
根
拠
で
あ
る
「
無
」
に
反
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
王
弼
は
「
無
」
を
、
「
有
」
を
生

み

出
す
始
源
と
は
せ
ず
、
「
有
」
の
由
る
所
の
本
（
成
立
根
拠
）
と
す
る
。
「
無
」
か
ら
「
有
」
へ
の
生
成
を
説
く
『
老
子
』
本
文
を
、

こ
の
よ
う
に
読
む
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
二
十
五
章
「
有
物
混
成
、
先
天
地
生
」
の
王
弼
注
に
は
、

　
　
混
然

と
し
て
得
て
知
る
べ
か
ら
ず
し
て
、
万
物
之
れ
に
由
り
て
以
て
成
る
、
故
に
混
成
と
日
ふ
な
り
。
其
の
誰
の
子
な
る
か
を

　
　
知

ら
ず
、
故
に
天
地
に
先
だ
ち
て
生
ず
。

と
あ
る
。
『
老
子
』
本
文
の
意
は
、
混
成
し
て
い
る
物
が
あ
り
、
そ
れ
は
天
地
の
成
立
以
前
か
ら
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

混
成

し
て
い
る
物
と
天
地
と
の
時
間
的
先
後
関
係
を
説
く
。
し
か
し
、
王
弼
は
、
そ
の
混
成
し
て
い
る
物
を
、
万
物
が
そ
れ
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

成
立

し
得
る
根
本
、
い
わ
ば
成
立
根
拠
と
す
る
。
続
く
「
其
の
誰
の
子
な
る
か
を
知
ら
ず
」
と
は
、
そ
の
物
が
何
に
よ
り
生
み
出
さ

れ
た

か
わ

か

ら
な
い
、
つ
ま
り
、
そ
の
物
は
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
超
越
し
、
あ
ら
ゆ
る
時
間
的
先
後
関
係
を
超
越
し
た
も
の
で
あ
る
と
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い

う
こ
と
を
説
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
二
十
五
章
の
本
文
は
、
天
地
に
先
だ
つ
物
に
つ
い
て
、
「
吾
不
知
其
名
、
字
之
日

道
」
と
言
う
。
つ
ま
り
王
弼
が
万
物
の
成
立
根
拠
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
超
越
し
た
も
の
と
す
る
「
物
」
と
は
、
「
道
」
に
他
な
ら

な
い
。
そ
し
て
、
王
弼
は
そ
の
「
道
」
に
つ
い
て
、
『
老
子
』
三
十
四
章
注
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
万
物
皆
道
に

由
り
て
生
ず
、
既
に
生
じ
て
其
の
由
る
所
を
知
ら
ず
。

こ
の
「
道
」
は
、
万
物
が
そ
れ
に
由
り
て
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
万
物
の
由
る
所
な
の
で
あ
る
か
ら
、
王
弼
に
と
っ
て
、
万
物
の
由

る
所
の
宗
で
あ
る
「
太
極
」
と
近
い
概
念
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
王
弼
に
お
い
て
も
、
万
物
の
生
成
と
「
道
」
、
つ
ま
り
「
太
極
」

と
は
無
関
係
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
道
」
が
万
物
を
生
み
出
す
の
で
は
な
い
。
万
物
は
「
道
」
か
ら
で
は
な
く
、
「
道
」
に
由
り
生

成
す

る
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
『
老
子
』
本
文
が
「
無
」
か
ら
「
有
」
へ
の
、
混
成
し
て
い
る
「
物
（
道
）
」
か
ら
「
天
地
」
へ
の
生
成
を
説
く
章
に

お

い

て
、
王
弼
は
、
そ
の
「
無
」
や
「
物
（
道
）
」
を
、
万
有
万
物
の
本
、
あ
る
い
は
「
由
り
て
以
て
成
る
」
所
、
つ
ま
り
は
存
在
根

拠

と
し
、
し
か
も
そ
れ
を
、
万
物
の
生
成
変
化
を
超
越
し
た
、
生
成
変
化
の
由
る
所
と
す
る
の
で
あ
る
。
王
弼
の
「
太
極
」
を
「
無
」

と
し
、
万
物
の
由
る
所
の
宗
と
す
る
太
極
論
は
、
こ
の
考
え
方
を
基
本
に
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
韓
康
伯
の
「
有
」
を
生
み
出
す
生
成
の
始
源
と
し
て
の
「
元
」
を
「
太
極
」
と
す
る
太
極
論
は
、
王
弼
太
極
論
を

忠
実
に
継
承
す
る
も
の
と
は
言
え
な
い
。
王
弼
の
「
太
極
」
は
、
万
物
の
生
成
変
化
を
超
え
た
所
に
あ
り
、
万
物
の
生
成
変
化
の
由

る
所
で
あ
る
が
、
韓
康
伯
の
「
太
極
」
は
、
「
有
」
を
生
み
出
す
生
成
の
始
源
で
あ
り
、
生
成
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
万
物
の
生
成
と
「
太
極
」
と
の
関
係
の
捉
え
方
に
お
い
て
、
両
者
の
太
極
論
に
相
異
が
見
ら
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
王
弼
の
『
老
子
注
』
に
「
無
」
を
生
成
の
始
源
と
す
る
解
釈
が
全
く
な
い
と
も
言
え
な
い
。
例
え
ば
、
一
章
の
王
弼
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注
に
は
、

　
　
凡

そ
有
は
皆
無
に
始
ま
る
。
…
万
物
は
微
に
始
ま
り
而
る
後
に
成
り
、
無
に
始
ま
り
而
る
後
に
生
ず
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
韓
康
伯
の
太
極
論
と
同
じ
く
、
『
老
子
』
四
十
章
の
「
有
生
於
無
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
「
無
↓
有
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　

う
生
成
を
述
べ
た
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
韓
康
伯
の
易
伝
の
注
全
体
を
見
る
と
、
そ
の
「
道
」
の
解
釈
は
王
弼
に
共
通
す
る
。
例
え
ば
、

　
　
道

な
る
者
は
何
ぞ
や
。
元
の
称
な
り
。
通
ぜ
ざ
る
な
き
な
り
、
由
ら
ざ
る
な
き
な
り
、
こ
れ
を
況
へ
て
道
と
日
ふ
。
（
繋
辞
上
伝

　
　

二

陰
一
陽
之
謂
道
L
注
）

　
　
夫
れ
物
の
通
ず
る
所
以
、
事
の
理
む
る
所
以
は
、
道
に
由
ら
ざ
る
な
け
れ
ば
な
り
。
（
繋
辞
上
伝
「
盛
徳
大
業
至
　
哉
」
注
）

こ
の
「
道
」
は
、
「
元
」
の
称
で
あ
り
、
万
物
に
通
じ
、
万
物
が
由
る
所
で
あ
り
、
万
事
を
理
め
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
二
陰
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

陽
之
謂
道
L
に
対
す
る
韓
康
伯
注
は
、
王
弼
の
『
論
語
』
述
而
篇
注
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
易
伝
の
注
全
体
を
見
れ
ば
、
韓
康
伯
は
王
弼
の
「
道
」
や
「
無
」
を
万
物
の
由
る
所
と
す
る
解
釈
を
継
承
し
て

い

る
。
ま
た
、
「
大
術
」
章
に
お
い
て
、
王
弼
の
「
太
極
」
を
万
物
の
由
る
所
の
宗
と
す
る
説
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

か

ら
考
え
れ
ば
、
韓
康
伯
自
身
が
王
弼
の
太
極
論
を
継
承
し
よ
う
と
い
う
意
図
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
韓
康
伯
の
太
極
論
は
、
そ
の
意
図
と
は
裏
腹
に
、
王
弼
太
極
論
を
必
ず
し
も
継
承
し
て
は
い
な
い
。
王
弼
は
「
太
極
生

両
儀
」
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
「
太
極
」
か
ら
万
物
へ
の
生
成
を
説
か
ず
、
「
太
極
」
を
万
物
の
生
成
変
化
を
超
越
し

た
、
万
物
の
生
成
変
化
の
由
る
所
と
す
る
新
解
釈
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
韓
康
伯
は
こ
の
王
弼
太
極
論
の
意
図
を
必
ず

し
も
継
承
し
て
は
い
な
い
。
王
弼
が
あ
え
て
説
か
な
か
っ
た
「
元
」
か
ら
「
有
」
へ
の
、
「
太
極
」
か
ら
万
物
へ
の
生
成
を
、
そ
の
太
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極
論

に
、
お
そ
ら
く
は
意
図
的
に
で
は
な
く
、
「
太
極
生
両
儀
」
の
「
生
」
に
引
き
ず
ら
れ
て
、
持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
一
方
で
「
道
」
や
「
無
」
を
万
物
の
由
る
所
と
解
釈
し
、
一
方
で
「
道
」
や
「
無
」
に
類
似
す
る
概
念
で
あ
る
「
太

極
」
を
生
成
の
始
源
と
解
釈
す
る
こ
と
に
、
韓
康
伯
自
身
、
何
ら
矛
盾
を
感
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
矛
盾
を
感

じ
て
は
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
し
矛
盾
を
感
じ
て
い
た
な
ら
、
そ
の
矛
盾
を
埋
め
よ
う
と
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
痕
跡

は

な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
韓
康
伯
の
中
に
、
我
々
に
は
矛
盾
す
る
と
思
わ
れ
る
二
つ
の
解
釈
が
、
何
ら
矛
盾
を
感
じ
る
こ
と
な
く

共
存
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

　
次

に
、
『
周
易
正
義
』
の
太
極
解
釈
を
見
る
こ
と
と
す
る
。
『
周
易
正
義
』
は
唐
代
の
成
立
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
魏
晋
南
北
朝

時
代
の
易
学
の
様
相
が
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
『
周
易
正
義
』
の
太
極
解
釈
を
考
察
す
る
こ
と
が
、
魏
晋
に
お
け
る
太
極
論
の
展

開
を
探
る
上
で
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
『
周
易
正
義
』
は
「
専
ら
王
註
を
崇
ぶ
」
（
『
四
庫
提
要
』
）
と
さ
れ
て
お
り
、
王
弼

太
極
論
の

継
承
を
検
証
す
る
の
に
も
有
効
と
思
わ
れ
る
。

　
『

周
易
正
義
』
は
繋
辞
伝
の
「
太
極
」
章
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
　
太
極

は
、
天
地
未
分
の
前
、
元
気
混
じ
り
て
一
た
る
を
謂
ふ
、
即
ち
是
れ
太
初
・
太
一
な
り
。
故
に
老
子
に
道
は
一
を
生
ず
と

　
　
云
ふ

は
、
即
ち
此
の
太
極
、
是
な
り
。
又
た
混
元
既
に
分
か
れ
、
即
ち
天
地
有
る
を
謂
ふ
。
故
に
太
極
　
両
儀
を
生
ず
と
日
ふ

　
　

は
、
即
ち
老
子
に
一
は
二
を
生
ず
と
云
ふ
な
り
。

ま
た
、
『
礼
記
』
月
令
篇
題
の
『
正
義
』
は
、

　
　
按
ず
る
に
、
老
子
云
ふ
、
道
は
一
を
生
じ
、
一
は
二
を
生
じ
、
二
は
三
を
生
じ
、
三
は
万
物
を
生
ず
、
と
。
易
に
云
ふ
、
易
に
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大
極
有
り
、
是
れ
両
儀
を
生
ず
、
と
。
礼
運
云
ふ
、
礼
は
必
ず
大
一
に
本
づ
き
、
分
か
れ
て
天
地
と
為
る
、
と
。
易
乾
馨
度
云

　
　

ふ
、
大
極
は
未
だ
其
の
気
を
見
ず
、
大
初
は
気
の
始
め
、
大
始
は
形
の
始
め
、
大
素
は
質
の
始
め
、
と
。
此
の
四
者
は
同
じ
く

　
　
天
地
の
前
、
及
び
天
地
の
始
め
を
論
ず
。
・

　
　
道

は
一
を
生
ず
と
は
、
一
は
則
ち
混
元
の
気
、
大
初
・
大
始
・
大
素
と
同
じ
く
、
又
た
易
の
大
極
・
礼
の
大
一
と
、
其
の
義
殊

　
　
な
ら
ず
、
皆
気
形
の
始
め
た
る
な
り
。

　
　
一
は
二
を
生
ず
と
は
、
混
元
の
気
、
分
か
れ
て
二
と
為
る
を
謂
ふ
。
二
は
則
ち
天
地
な
り
。
易
の
両
儀
と
、
又
た
礼
の
大
一
の

　
　
分
か

れ
て

天
地

と
為
る
と
同
じ
き
な
り
。

と
言
う
。
『
正
義
』
は
、
天
地
未
分
の
前
の
元
気
が
混
じ
り
て
一
た
る
状
態
で
あ
る
「
混
元
」
を
、
あ
る
い
は
「
混
元
の
気
」
を
、
「
太

極
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
太
極
」
を
、
『
老
子
』
の
「
道
は
一
を
生
ず
」
の
「
一
」
に
当
て
、
そ
の
「
一
」
で
あ
る
「
太
極
」

が
分
か
れ

て
、
「
二
」
で
あ
る
天
地
が
生
ず
る
と
す
る
。
こ
の
太
極
解
釈
は
、
『
老
子
』
の
生
成
論
に
基
づ
き
つ
つ
、
「
太
極
」
を
「
混

元
の

気
」
、
つ
ま
り
未
分
の
元
気
と
し
、
そ
の
未
分
の
元
気
が
分
か
れ
て
天
地
が
生
成
す
る
、
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。
『
正
義
』
の
太

極
解
釈
が
、
漢
代
以
来
の
太
極
元
気
生
成
論
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
明
ら
か
で
あ
る
。

　
一
方
、
『
正
義
』
は
「
大
街
」
章
に
お
い
て
、

　
　
其

の
一
の
用
ゐ
ざ
る
は
、
其
の
虚
元
に
し
て
、
用
ゐ
る
所
に
非
ざ
る
を
以
て
な
り
。

と
、
王
弼
が
「
太
極
」
と
す
る
不
用
の
一
を
「
虚
元
」
と
す
る
。
ま
た
、
王
弼
の
「
斯
易
之
太
極
也
」
を
、

　
　
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
此
の
其
の
一
の
用
ゐ
ざ
る
者
は
、
是
れ
易
の
太
極
の
虚
元
な
り
。

と
説
明
す
る
。
さ
ら
に
、
繋
辞
上
伝
の
「
陰
陽
不
測
之
謂
神
」
に
対
す
る
韓
康
伯
注
の
「
是
以
明
両
儀
、
以
太
極
為
始
」
を
、
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言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
両
儀
天
地
の
体
、
必
ず
太
極
虚
元
を
以
て
初
始
と
為
す
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
欲
す
。

と
敷
術
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
正
義
』
は
「
太
極
」
を
「
虚
元
」
と
す
る
の
で
あ
り
、
「
太
極
」
を
「
無
」
と
す
る
王
弼
の
解
釈
を

継
承

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
『
正
義
』
は
、
繋
辞
上
伝
の
二
陰
一
陽
之
謂
道
L
を
、

　
　
一
は
元
を
謂
ふ
な
り
。
陰
元
く
陽
元
し
、
乃
ち
之
れ
を
道
と
謂
ふ
。
一
を
元
と
為
す
を
得
る
は
、
元
は
是
れ
虚
元
、
虚
元
は
是

　
　
れ
大
虚
に
し
て
分
別
す
べ
か
ら
ず
、
唯
だ
一
な
る
の
み
。
故
に
一
を
以
て
元
と
為
す
な
り
。

と
解
釈
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
正
義
』
の
所
謂
「
虚
元
」
は
、
そ
の
太
極
解
釈
に
お
け
る
元
気
が
混
じ
り
て
二
L
た
る
状
態
、

つ

ま
り
「
混
元
」
を
指
す
。
そ
し
て
、
「
混
元
」
が
分
か
れ
て
天
地
を
生
ず
る
よ
う
に
、
そ
の
「
虚
元
」
は
「
両
儀
天
地
の
体
」
の
「
初

始
」
で
あ
る
「
虚
元
」
で
あ
り
、
生
成
の
始
源
と
し
て
の
「
虚
元
」
で
あ
る
。
同
じ
く
「
太
極
」
を
「
無
」
「
虚
元
」
と
解
釈
は
す
る

が
、
『
正
義
』
の
言
う
「
虚
元
」
は
、
王
弼
の
言
う
よ
う
な
万
物
を
成
立
さ
せ
、
万
物
の
由
る
所
で
あ
る
「
無
」
と
は
異
な
り
、
韓
康

伯
の

「

元
」
な
る
「
太
極
」
が
「
有
」
な
る
「
両
儀
」
を
生
ず
る
と
す
る
、
生
成
の
始
源
と
し
て
の
「
元
」
に
近
い
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
『
周
易
正
義
』
の
太
極
解
釈
は
、
「
太
極
」
を
「
虚
元
」
と
す
る
点
で
、
王
弼
太
極
論
を
継
承
し
て
い
る
か
に
見

え
る
が
、
そ
の
「
虚
元
」
の
意
味
す
る
所
は
異
な
っ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
、
『
老
子
』
の
生
成
論
に
基
づ
き
つ
つ
、
漢
代
以
来
の
太

極
元
気
生
成
論
を
継
承
し
て
い
る
。
王
弼
太
極
論
を
継
承
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
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「

王
弼
の
旨
を
承
く
」
と
さ
れ
る
韓
康
伯
と
、
「
専
ら
王
註
を
崇
ぶ
」
と
さ
れ
る
『
周
易
正
義
』
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
太
極



論
に

お

い

て

は
、
王
弼
の
忠
実
な
継
承
者
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
魏
晋
時
代
の
他
の
人
々
の
太
極
解
釈
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。
「
太
極
」
に
関
す
る
言
説
の
伝
え
ら
れ
て
い
る
人
々
の
解
釈
を
、
以
下
に
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
ず
、
王
弼
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
院
籍
（
二
一
〇
i
二
六
三
）
の
太
極
論
を
取
り
上
げ
る
。
院
籍
は
、
そ
の
「
通
老
論
」
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
の

よ
う
に
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

　
　
道

な
る
者
は
、
自
然
に
法
り
て
化
を
為
す
。
侯
王
能
く
之
れ
を
守
ら
ば
、
万
物
将
に
自
ら
化
せ
ん
と
す
。
易
は
之
れ
を
太
極
と

　
　
謂

ひ
、
春
秋
は
之
れ
を
元
と
謂
ひ
、
老
子
は
之
れ
を
道
と
謂
ふ
。

な
お
、
『
文
選
』
巻
十
一
、
孫
紳
「
遊
天
台
山
賦
」
の
李
善
注
に
は
、

　
　
院
籍
通
老
子
論
に

曰

く
、
道
な
る
者
は
自
然
。
易
は
之
れ
を
太
極
と
謂
ひ
、
春
秋
は
之
れ
を
元
と
謂
ひ
、
老
子
は
之
れ
を
道
と

　
　
謂
ふ
な
り
。

と
あ
る
。
「
道
者
法
自
然
而
為
化
」
か
「
道
者
自
然
」
か
、
い
ず
れ
に
作
る
べ
き
か
は
速
断
し
が
た
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
が

『

老

子
』
二
十
五
章
の
「
道
法
自
然
」
に
基
づ
く
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、
玩
籍
の
「
大
人
先
生
伝
」
に
は
、

　
　
故
に

自
然
に
通
ぜ
ざ
る
者
は
、
以
て
道
を
言
ふ
に
足
ら
ず
。

と
あ
り
、
院
籍
に
お
い
て
「
道
」
と
「
自
然
」
と
が
極
め
て
近
い
概
念
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
要
す
る
に
玩
籍
は
、
「
太
極
し

を
、
『
老
子
』
の
「
道
」
に
同
じ
と
し
、
自
然
に
法
っ
て
変
化
を
為
す
も
の
、
つ
ま
り
、
自
然
に
法
っ
た
変
化
の
根
元
、
も
し
く
は
「
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

然
」
そ
の
も
の
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
玩
籍
の
言
う
「
自
然
」
と
は
、
い
か
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
院
籍
の
「
楽
論
」
に
は
、

　
　
五
声
に

自
然
有
り
、
…
自
然
有
り
、
故
に
乱
す
べ
か
ら
ず
。
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と
、
五
声
は
自
然
に
法
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
乱
れ
な
い
と
あ
る
。
ま
た
、
「
達
荘
論
」
に
は
、

　
　
夫
れ
山
の
静
か
に
し
て
谷
の
深
き
は
、
自
然
の
道
な
り
。

と
あ
り
、
「
詠
懐
詩
」
そ
の
四
十
八
に
は
、

　
　
死
生

は
自
然
の
理
、
消
散
す
る
こ
と
何
ぞ
績
紛
た
る
。

と
、
そ
の
五
十
三
に
は
、

　
　
自
然
に
は
成
理
有
り
、
生
死
は
道
と
し
て
常
無
し
。

と
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
通
老
論
」
に
は
、

　
　
聖
人

は
天
人
の
理
に
明
ら
か
に
し
て
、
自
然
の
分
に
達
す
。

と
も
あ
る
。
以
上
か
ら
考
え
る
に
、
玩
籍
の
言
う
「
自
然
」
と
は
、
万
物
の
存
在
、
万
物
の
変
化
に
自
ず
か
ら
備
わ
る
法
則
性
を
言

う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
「
自
然
」
を
、
あ
る
い
は
そ
の
自
然
に
法
っ
た
変
化
の
根
元
で
あ
る
「
道
」
を
「
太
極
」
と
す

る
玩
籍
の
太
極
論
は
、
「
太
極
」
を
万
物
の
法
則
性
と
し
て
捉
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
「
達
荘
論
」
に
は
次
の
一
節
も
あ
る
。

　
　
天
地

は
自
然
よ
り
生
じ
、
万
物
は
天
地
よ
り
生
ず
。
自
然
な
る
者
は
外
無
し
、
故
に
天
地
こ
こ
に
名
つ
く
。
天
地
な
る
者
は
内

　
　
有

り
、
故
に
万
物
こ
こ
に
生
ず
。

こ
れ
は
、
「
自
然
↓
天
地
↓
万
物
」
と
い
う
生
成
を
説
い
て
い
る
。
院
籍
に
お
い
て
は
、
勿
論
そ
の
使
い
分
け
は
あ
る
に
し
て
も
、
「
自

然
」
は
「
道
」
に
、
し
た
が
っ
て
ま
た
「
太
極
」
に
類
似
す
る
概
念
で
あ
る
か
ら
、
「
自
然
↓
天
地
↓
万
物
」
と
い
う
生
成
の
過
程

は
、
「
太
極
↓
天
地
↓
万
物
」
と
い
う
生
成
の
過
程
に
読
み
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
玩
籍
の
「
詠
懐
詩
」
そ
の
四
十
に
、
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混
元

は
両
儀
を
生
じ
、
四
象
は
衡
磯
を
運
ら
す
。

と
あ
り
、
「
孔
子
諌
」
に
は
、

　
　
混
元

を
無
形
に
考
へ
、
造
化
を
太
初
に
本
つ
か
し
む
。

と
あ
る
。
こ
の
「
混
元
」
と
い
う
言
葉
は
、
後
の
『
周
易
正
義
』
で
は
、
天
地
未
分
の
元
気
が
混
じ
り
て
一
た
る
状
態
を
表
わ
す
言

葉

と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
玩
籍
の
言
う
「
混
元
」
も
、
「
両
儀
」
を
生
じ
る
元
で
あ
り
、
無
形
に
し
て
未
分
の
も
の
を
指
す
と
思
わ

れ

る
。
ま
た
、
「
大
人
先
生
伝
」
に
は
、

　
　
昔
者
、
天
地
開
闇
し
、
万
物
並
び
生
ず
。

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
玩
籍
に
は
、
「
自
然
（
道
・
太
極
）
」
か
ら
天
地
が
始
ま
り
、
万
物
が
そ
こ
に
生
じ
る
と
い
う
、
生
成
論
的

な
思
考
も
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
院
籍
が
「
太
極
」
と
す
る
、
自
然
に
法
っ
た
変
化
の
根
元
と
は
、
万
物
が
そ

こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
く
る
始
源
を
意
味
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
要
す
る
に
、
院
籍
に
お
い
て
は
、
万
物
の
法
則
性
と
し
て
の
「
太
極
」
と
、
生
成
の
始
源
と
し
て
の
「
太
極
」
と
が
、
混
在
し
て

い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
「
太
極
」
を
万
物
の
由
る
所
の
宗
と
す
る
王
弼
の
太
極
論
に
類
似
し
た
考
え
方
と
、
漢
代

以
来
の
太
極
元
気
生
成
論
に
近
い
考
え
方
と
が
、
混
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
次

に
、
王
弼
以
後
か
ら
西
晋
の
時
期
に
作
ら
れ
た
詩
賦
に
見
ら
れ
る
「
太
極
」
の
用
例
を
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
成
公
緩
（
二

三
一
ー
二
七
三
）
の
「
天
地
賦
」
に
は
、

　
　
惟
れ
自
然
の
初
載
、
道
は
虚
無
に
し
て
玄
清
、
太
素
紛
れ
て
以
て
潤
渚
し
、
始
め
て
物
有
り
て
混
成
す
。
何
ぞ
元
一
の
芒
昧
た
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る
、
廓
と
し
て
開
閥
し
て
形
を
著
は
す
。
爾
し
て
乃
ち
清
濁
剖
分
し
、
玄
黄
判
離
す
。
太
極
既
に
殊
な
り
、
是
れ
両
儀
を
生
ず
。

　
　

（『
晋
書
』
文
苑
伝
）

と
あ
る
。
こ
の
賦
は
、
『
老
子
』
二
十
五
章
の
「
有
物
混
成
、
先
天
地
生
」
に
依
拠
し
つ
つ
、
そ
の
自
然
の
初
載
の
混
成
し
て
い
る
物

を
、
ま
た
、
芒
昧
た
る
「
元
一
」
を
「
太
極
」
と
し
、
そ
れ
が
開
閥
す
る
こ
と
に
よ
り
、
清
濁
が
分
か
れ
、
玄
黄
、
つ
ま
り
天
地
が

分
離
す

る
と
す
る
。
ま
た
、
張
華
（
二
三
二
i
三
〇
〇
）
の
「
詩
」
に
は
、

　
　
混
沌

と
し
て
形
気
無
し
、
案
に
従
り
て
両
儀
を
生
ぜ
ん
。
元
一
是
れ
能
く
分
か
れ
、
太
極
焉
に
離
る
る
を
得
。
（
『
太
平
御
覧
』

　
　
巻
一
、
太
極
）

と
あ
る
。
こ
の
詩
の
「
元
一
」
も
「
太
極
」
を
指
す
。
そ
の
混
沌
と
し
て
形
も
気
も
な
い
「
元
一
」
「
太
極
」
が
分
離
し
て
両
儀
が
生

ま
れ
る
と
す
る
。
こ
の
二
篇
の
詩
賦
は
と
も
に
、
「
太
極
」
が
剖
判
分
離
す
る
こ
と
に
よ
り
両
儀
天
地
が
生
ず
る
と
す
る
が
、
同
様
の

内
容
を
持
つ
賦
と
し
て
、
陸
機
（
二
六
一
ー
三
〇
三
）
の
「
雲
賦
」
の
「
太
極
の
初
め
て
化
す
る
を
覧
る
に
、
玄
黄
を
乾
坤
に
判
か

つ
」
（
『
太
平
御
覧
』
巻
一
、
太
極
）
や
、
左
思
（
二
五
〇
頃
ー
三
〇
五
頃
）
の
「
魏
都
賦
」
の
「
夫
れ
泰
極
剖
判
し
、
造
化
権
輿
す
」

（『
文

選
』
巻
六
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
魏
か
ら
西
晋
に
か
け
て
の
詩
賦
に
は
、
「
太
極
」
が
分
か
れ
て
天
地

万
物
が
生
成
す

る
、
と
す
る
考
え
方
が
広
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
生
成
論
的
な
太
極
観
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
漢
代
以
来
の

太
極
論
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
太
極
論
の
展
開
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
成
公
緩
の
「
天
地
賦
」
が
『
老
子
』
二
十
五
章
の
「
有
物
混
成
、
先
天
地
生
」

に

依
拠

し
、
そ
の
混
成
し
て
い
る
物
を
「
太
極
」
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
成
公
緩
の
「
天
地
賦
」
と
張
華
の
「
詩
」
に
見
え

る
「
元
一
」
は
「
太
極
」
を
指
し
示
す
言
葉
で
あ
り
、
そ
の
「
元
一
」
が
開
闘
分
離
し
て
天
地
が
生
ま
れ
る
と
い
う
の
は
、
『
老
子
』
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四

十
二
章
の
二
生
二
L
を
「
太
極
生
両
儀
」
に
当
て
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
老
子
』
の
生
成
論
に
基
づ
く
太

極
解
釈

は
、
既
に
述
べ
た
韓
康
伯
の
太
極
論
（
四
十
章
の
「
有
生
於
無
」
を
「
太
極
生
両
儀
」
に
当
て
る
）
や
、
『
周
易
正
義
』
の
太

極
論

（四

十
二
章
の
二
生
二
L
を
「
太
極
生
両
儀
」
に
当
て
る
）
へ
と
繋
が
る
も
の
で
あ
る
。

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

　
続
い
て
、
西
晋
末
に
行
な
わ
れ
た
、
顧
栄
と
紀
謄
の
「
太
極
」
に
関
す
る
議
論
（
『
晋
書
』
紀
謄
伝
）
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
議
論

は
、
顧
栄
が
先
に
自
説
を
述
べ
、
そ
れ
に
対
し
て
紀
謄
が
反
論
す
る
と
い
う
形
を
取
る
の
で
、
ま
ず
、
顧
栄
の
太
極
論
か
ら
検
討
す

る
。　

　
太
極

な
る
者
は
、
蓋
し
混
沌
の
時
の
朦
昧
未
分
を
謂
ふ
。
日
月
其
の
輝
き
を
含
み
、
八
卦
其
の
神
を
隠
し
、
天
地
其
の
体
を
混

　
　
じ
へ
、
聖
人
其
の
身
を
蔵
す
。
然
る
後
に
廓
然
と
し
て
既
に
変
じ
、
清
濁
乃
ち
陳
な
り
、
二
儀
象
を
著
し
、
陰
陽
交
泰
し
、
万

　
　
物
始
め

て

萌

し
、
六
合
闇
拓
す
。
老
子
云
ふ
、
物
有
り
混
成
し
、
天
地
に
先
だ
ち
て
生
ず
、
と
。
誠
に
易
の
太
極
な
り
。
・

　
　
老
子
又

た
云
ふ
、
…
一
は
二
を
生
じ
、
二
は
三
を
生
じ
、
三
は
万
物
を
生
ず
。
以
て
資
り
て
始
ま
り
、
沖
気
以
て
和
を
為
す
、

　
　
と
。
元
気
の
本
を
原
ね
、
天
地
の
根
を
求
む
る
に
、
恐
ら
く
は
宜
し
く
此
れ
を
以
て
準
と
為
す
べ
き
な
り
。

顧
栄
の

論

は
、
内
容
的
に
三
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、
右
の
引
用
は
、
そ
の
第
一
と
第
三
の
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
に
顧
栄
の
「
太
極
」

に

関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
顧
栄
は
、
「
混
沌
の
時
の
朦
昧
未
分
」
を
、
あ
る
い
は
『
老
子
』
二
十
五
章
の
天

地
に

先
だ

つ
混
成
し
て
い
る
物
を
、
「
太
極
」
と
す
る
。
ま
た
、
そ
の
混
沌
と
し
た
朦
昧
未
分
で
あ
る
「
太
極
」
が
変
化
す
る
こ
と
に
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よ
り
、
天
地
陰
陽
万
物
の
生
成
が
始
ま
る
と
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
「
元
気
の
本
」
「
天
地
の
根
」
に
つ
い
て
は
、
『
老
子
』
四
十
二

章

を
基
準
と
す
べ
き
と
す
る
。
顧
栄
の
太
極
論
を
こ
れ
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
混
沌
と
し
た
朦
昧
未
分
で
あ
る
「
太
極
」
は
二
L
な

る
元
気
で
あ
り
、
そ
れ
が
変
化
し
て
、
「
二
」
な
る
天
地
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
顧
栄
は
、
「
太
極
」
を
未
分

の

元
気

と
し
、
そ
の
元
気
よ
り
天
地
陰
陽
万
物
が
生
成
す
る
と
す
る
の
で
あ
り
、
漢
代
以
来
の
太
極
元
気
生
成
論
を
継
承
し
て
い
る

の

で

あ
る
。
た
だ
異
な
る
の
は
、
『
老
子
』
二
十
五
章
と
四
十
二
章
に
見
ら
れ
る
生
成
論
に
結
び
つ
け
て
、
「
太
極
」
を
解
釈
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　

　
顧
栄
の

論
の

う
ち
の
残
る
第
二
の
部
分
は
、
王
氏
の
太
極
天
地
説
に
対
す
る
顧
栄
の
批
判
で
あ
る
。

　
　
而

る
に
王
氏
云
ふ
、
太
極
は
天
地
と
。
愚
謂
へ
ら
く
、
未
だ
当
ら
ず
と
。
夫
れ
両
儀
の
謂
ひ
、
体
を
以
て
称
と
為
さ
ば
、
則
ち

　
　
是
れ
天

地
、
気
を
以
て
名
と
為
さ
ば
、
則
ち
陰
陽
と
名
つ
く
。
今
若
し
太
極
を
謂
ひ
て
天
地
と
為
さ
ば
、
則
ち
是
れ
天
地
は
自

　
　
生

し
、
天
地
を
生
ず
る
者
無
き
な
り
。
老
子
又
た
云
ふ
、
天
地
の
能
く
長
く
且
つ
久
し
き
所
以
の
者
は
、
其
の
自
生
せ
ざ
る
を

　
　
以

て
、
故
に
能
く
長
久
た
り
、
と
。

檬
昧
未
分
の
元
気
を
「
太
極
」
と
す
る
顧
栄
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
王
氏
の
「
太
極
は
天
地
」
と
す
る
説
を
否
定
す
る
。
「
太
極

生
両
儀
」
の
「
両
儀
」
と
は
天
地
の
意
で
も
あ
る
か
ら
、
「
太
極
」
を
天
地
と
す
る
と
、
天
地
が
天
地
を
生
む
、
つ
ま
り
天
地
が
自
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

す

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
『
老
子
』
七
章
に
よ
れ
ば
、
天
地
は
自
生
し
な
い
か
ら
こ
そ
能
く
長
久
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
天
地
が
自
生
す
る
こ
と
と
な
る
王
氏
の
太
極
天
地
説
は
成
立
し
な
い
。
以
上
が
顧
栄
の
論
証
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
す
る
紀
謄
の
反
論
は
、
顧
栄
に
比
し
て
難
解
で
あ
る
。
今
、
三
段
落
に
分
け
て
そ
の
全
文
を
引
用
し
、
そ
の
意
味
を
探

る
こ
と
と
す
る
。
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昔
、
庖
犠
　
八
卦
を
画
き
、
陰
陽
の
理
尽
く
せ
り
。
文
王
・
仲
尼
其
の
遺
業
に
係
り
、
三
聖
相
承
け
、
共
同
一
致
し
、
易
を
称

　
　
し
て
天
に
準
ぜ
し
め
、
復
た
其
の
余
無
き
な
り
。
夫
れ
天
は
清
く
地
は
平
ら
か
に
し
て
、
両
儀
交
泰
し
、
四
時
推
移
し
、
日
月

　
　
其
の

間
に
輝
く
は
、
自
然
の
数
に
し
て
、
諸
聖
を
経
と
錐
も
、
執
か
其
の
始
め
を
知
ら
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

易
は
、
庖
犠
・
文
王
・
仲
尼
の
三
聖
が
天
（
天
地
）
を
基
準
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
天
地
の
道
を
余
す
所
な
く
描
き
尽
く
し
て
い
る
。

し
か
し
、
天
地
両
儀
四
時
日
月
は
自
然
の
数
で
あ
り
、
聖
人
で
さ
え
も
天
地
の
始
め
（
「
其
始
」
）
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ

が

こ
の
段
の
趣
意
で
あ
る
。

　
　
吾
子
云

ふ
、
檬
昧
未
分
と
。
宣
に
其
れ
然
る
か
。
聖
人
は
、
人
な
り
。
安
く
ん
ぞ
混
沌
の
初
を
得
て
、
能
く
其
の
身
を
未
分
の

　
　
内
に
蔵
さ
ん
や
。
老
氏
の
先
天
の
言
は
、
此
れ
蓋
し
虚
誕
の
説
に
し
て
、
易
な
る
者
の
意
に
非
ざ
る
な
り
。
亦
た
謂
へ
ら
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
　
吾
子
の
神
通
体
解

は
、
疑
ひ
に
応
ぜ
ざ
る
所
た
り
。

右
の

部
分

は
、
顧
栄
に
対
す
る
紀
惰
の
直
接
の
反
駁
で
あ
る
。
顧
栄
の
「
太
極
」
を
「
蒙
昧
未
分
」
と
す
る
説
を
、
天
地
の
始
め
は

不
可
知
で

あ
る
と
い
う
前
段
の
主
張
に
拠
り
否
定
し
、
顧
栄
が
そ
の
太
極
論
の
拠
り
所
と
す
る
『
老
子
』
二
十
五
章
の
「
有
物
混
成
、

先
天
地
生
」
を
、
同
じ
く
天
地
の
始
め
を
不
可
知
と
す
る
立
場
か
ら
、
「
虚
誕
の
説
」
と
し
て
斥
け
、
ま
た
、
そ
の
『
老
子
』
の
三
口
を

天
地

を
基
準
と
す
る
易
の
意
で
は
な
い
と
す
る
。

　
　
意
ふ
に

直
だ

謂
へ
ら
く
、
太
極
は
極
尽
の
称
、
其
の
理
の
極
を
言
へ
ば
、
復
た
外
形
無
し
。
外
形
既
に
極
ま
り
、
而
し
て
両
儀

　
　
を
生
ず
。
王
氏
の
指
向
は
之
に
近
し
と
謂
ふ
べ
し
。
古
人
は
至
極
を
挙
げ
て
以
て
験
と
為
し
、
二
儀
の
此
に
生
ず
る
を
謂
ふ
。

　
　
復

た
父
母
有
り
と
謂
ふ
に
非
ず
。
若
し
必
ず
父
母
有
ら
ば
、
天
地
に
非
ず
し
て
其
れ
執
か
在
ら
ん
。

最
後
の

こ
の
部
分
は
、
王
氏
の
太
極
天
地
説
に
対
す
る
紀
謄
の
解
釈
を
中
心
と
す
る
。
古
人
が
「
太
極
生
両
儀
」
と
言
う
の
は
、
「
二
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儀
（
天
地
）
L
が
「
至
極
」
に
お
い
て
生
ず
る
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
り
、
天
地
に
そ
の
天
地
を
生
ず
る
何
者
か
の
父
母
が
存
在
す
る

と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
も
し
父
母
が
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
天
地
以
外
の
何
者
で
も
な
い
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
紀
謄
自
身
は
「
自

生
」
と
い
う
言
葉
は
使
っ
て
い
な
い
が
、
天
地
の
父
母
は
存
在
し
な
い
、
存
在
す
る
と
し
て
も
天
地
の
父
母
は
天
地
で
あ
る
、
と
言

う
の
で
あ
り
、
ま
た
、
顧
栄
の
天
地
は
自
生
し
な
い
か
ら
王
氏
の
太
極
天
地
説
は
成
立
し
な
い
と
い
う
論
に
反
駁
し
て
、
王
氏
の
太

極
天
地
説

を
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
紀
謄
に
は
、
天
地
は
自
生
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
漢
代
以
来
の
太
極
元
気
生
成
論
を
継
承
し
つ
つ
、
『
老
子
』
の
生
成
論
に
基
づ
き
「
太
極
」
か
ら
天
地
万
物
へ
の

生
成
を
説
く
顧
栄
に
対
し
、
紀
膿
は
、
天
地
の
始
め
は
不
可
知
で
あ
る
と
し
て
、
顧
栄
の
太
極
論
を
否
定
し
、
『
老
子
』
二
十
五
章
の

「

先
天
の

言
」
を
、
「
虚
誕
の
説
」
で
あ
り
、
天
地
を
基
準
と
す
る
易
の
意
で
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
次

に
、
西
晋
末
か
ら
東
晋
初
期
の
人
で
あ
る
干
宝
（
？
1
三
三
六
）
の
所
説
を
取
り
上
げ
る
。
干
宝
は
序
卦
伝
の
冒
頭
の
「
有
天

地
、
然
後
万
物
生
焉
」
に
、
次
の
よ
う
に
注
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
物
の
天
地
に
先
だ
ち
て
生
ず
る
者
有
り
。
今
正
だ
始
め
を
天
地
に
取
る
。
天
地
の
先
は
、
聖
人
之
れ
を
論
ぜ
ざ
る
な
り
。
故
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
か
た

　
　
其
の

法

象
す
る
所
、
必
ず
天
地
よ
り
還
な
り
。
老
子
曰
く
、
物
有
り
混
成
し
、
天
地
に
先
だ
ち
て
生
ず
、
吾
其
の
名
を
知
ら
ず
、

　
　
彊
ひ
て
之
れ
に
字
し
て
道
と
日
ふ
、
と
。
上
繋
に
曰
く
、
法
象
は
天
地
よ
り
大
な
る
は
莫
し
、
と
。
荘
子
曰
く
、
六
合
の
外
は
、

　
　
聖
人
存

し
て
論
ぜ
ず
、
と
。
春
秋
穀
梁
伝
曰
く
、
知
る
べ
か
ら
ざ
る
所
を
知
る
を
求
め
ざ
る
は
、
智
な
り
、
と
。
而
る
に
今
後

　
　
世
浮
華
の

学
、
彊
ひ
て
道
義
の
門
を
支
離
し
、
求
め
て
虚
誕
の
域
に
入
り
、
以
て
政
を
傷
つ
け
民
を
害
す
。
宣
に
護
説
珍
行
、

　
　
大
舜
の
疾
む

所
の
者
に
あ
ら
ず
や
。
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こ
の
注
釈
は
、
易
が
乾
坤
’
（
天
地
）
を
始
め
と
し
、
易
の
法
象
す
る
世
界
が
天
地
以
還
で
あ
る
こ
と
の
理
由
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
同
時
に
、
天
地
に
先
ん
ず
る
も
の
に
対
す
る
見
解
を
も
述
べ
て
い
る
。
繋
辞
伝
の
「
太
極
生
両
儀
」
と
い
う
一
文
に
照
ら
せ

ば
、
そ
の
天
地
に
先
ん
ず
る
も
の
と
は
「
太
極
」
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
こ
の
注
釈
か
ら
、
干
宝
の
太
極
観
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
干
宝
は
、
天
地
に
先
ん
ず
る
も
の
の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
は
し
な
い
。
む
し
ろ
『
老
子
』
二
十
五
章
を
引
用
し
て
、
そ

の

存
在
を
証
明
さ
え
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
易
が
天
地
を
始
め
と
す
る
の
は
、
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
に
あ
る
よ
う
に
、
天

地
の

先
に

つ

い

て
、
聖
人
は
論
じ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
聖
人
は
天
地
に
先
ん
ず
る
も
の
を
論
じ
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

『

穀
梁
伝
』
隠
公
三
年
に
、
不
可
知
な
こ
と
を
不
可
知
な
こ
と
と
し
て
認
識
す
る
の
が
本
来
の
「
智
」
で
あ
る
、
と
あ
る
よ
う
に
、

天
地
に

先
ん
ず

る
も
の
は
知
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
論
じ
な
い
こ
と
こ
そ
「
智
」
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
先
に
見

た
成
公
緩
の
「
天
地
賦
」
や
顧
栄
の
太
極
論
は
、
『
老
子
』
の
混
成
し
て
い
る
物
に
よ
り
「
太
極
」
を
解
釈
し
た
。
干
宝
も
同
じ
く
混

成

し
て
い
る
物
を
天
地
に
先
ん
ず
る
存
在
と
し
て
認
め
は
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
あ
え
て
「
太
極
」
や
天
地
以
前
の
こ
と

を
論
じ
よ
う
と
は
し
な
い
。
そ
れ
を
不
可
知
な
こ
と
と
し
、
そ
れ
を
論
じ
な
い
こ
と
こ
そ
、
取
る
べ
き
態
度
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ

る
。　

そ
し
て
、
こ
の
取
る
べ
き
態
度
の
逆
を
行
く
後
世
の
「
浮
華
の
学
」
を
、
不
可
知
な
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
れ
こ
れ
「
虚
誕
」
な
こ

と
を
述
べ
て
い
る
と
し
て
、
激
し
く
非
難
す
る
。
干
宝
の
当
時
の
学
風
に
対
す
る
非
難
は
、
「
晋
紀
総
論
」
に
も
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
学
ぶ
者

は
荘
老
を
以
て
宗
と
為
し
て
六
経
を
瓢
け
、
談
ず
る
者
は
虚
薄
を
以
て
辮
と
為
し
て
名
倹
を
賎
し
む
。
（
『
文
選
』
巻
四

　
　
十
九
）
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こ
こ
に
非
難
さ
れ
て
い
る
の
は
、
老
荘
思
想
を
基
と
し
、
「
虚
薄
」
を
尊
ぶ
学
問
で
あ
り
、

に

大
い
に
流
行
し
た
所
謂
玄
学
を
指
す
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

王
弼
や
何
畳

な
ど
を
源
と
し
、
魏
晋
の
世

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
干
宝
の
所
説
は
、
先
の
紀
謄
の
思
想
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
紀
膿
は
、
聖
人
で
さ
え
も
天
地
の
始
め
は
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
し
、
干
宝
は
、
天
地
に
先
ん
ず
る
も
の
を
知
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
天
地
の
始
め
を
不

可
知

と
す
る
説
か
ら
、
紀
謄
は
『
老
子
』
二
十
五
章
の
「
先
天
の
言
」
を
虚
誕
と
し
、
干
宝
は
天
地
に
先
ん
ず
る
も
の
を
求
め
よ
う

と
す
る
当
時
の
「
浮
華
の
学
」
を
虚
誕
と
す
る
。
ま
た
、
易
と
い
う
書
物
に
つ
い
て
、
紀
謄
は
、
易
は
天
地
を
基
準
と
し
、
天
地
以

前
の
こ
と
に
は
関
与
し
な
い
と
す
る
。
干
宝
は
、
易
が
法
象
す
る
の
は
天
地
以
還
で
あ
る
と
す
る
。

　

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
紀
謄
の
「
老
氏
の
先
天
の
言
は
、
此
れ
蓋
し
虚
誕
の
説
に
し
て
、
易
な
る
者
の
意
に
非
ざ
る
な
り
」

と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
紀
謄
は
、
『
老
子
』
の
先
天
の
言
を
虚
誕
と
し
て
否
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
続
い
て
そ
れ
が
易
と
は
関
係
の
無

い

も
の
で
あ
る
と
い
う
。
虚
誕
と
し
て
否
定
す
る
の
な
ら
、
そ
れ
が
易
と
関
係
有
ろ
う
が
無
か
ろ
う
が
、
た
だ
そ
れ
を
否
定
す
れ
ば

よ
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
わ
ざ
わ
ざ
「
易
と
は
関
係
な
い
し
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
「
私
自
身
は
易
と
い
う
学
問
を
や
っ
て
い

る
の
で
あ
り
、
『
老
子
』
の
先
天
の
言
な
ど
は
所
詮
い
い
加
減
な
も
の
で
あ
り
、
私
と
し
て
は
そ
ん
な
も
の
に
は
か
か
わ
ら
な
い
」
と

い

う
決
意
表
明
の
よ
う
で
も
あ
る
。
干
宝
が
天
地
に
先
立
つ
も
の
を
認
め
つ
つ
、
そ
れ
を
議
論
す
る
こ
と
を
虚
誕
と
し
て
避
け
て
い

る
の
も
、
玄
学
と
い
う
虚
誕
な
学
問
も
あ
る
が
、
私
は
そ
ん
な
虚
誕
な
領
域
に
は
あ
え
て
踏
み
込
ま
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

自
ら
が
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い
る
正
統
な
学
問
領
域
の
他
に
、
も
ち
ろ
ん
虚
誕
な
も
の
で
は
あ
る
が
別
の
学
問
領
域
が
あ
る
こ
と
を

認
知

し
、
し
か
し
自
分
自
身
は
正
統
な
領
域
に
留
ま
り
、
決
し
て
虚
誕
な
領
域
に
は
踏
み
込
ま
な
い
、
と
い
う
学
問
的
姿
勢
と
見
る
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こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
時
代
は
や
や
降
る
が
、
北
魏
の
李
業
興
に
も
見
ら
れ
る
。
『
魏
書
』
儒
林
、
李
業
興
伝
に
よ

れ

ば
、
天
平
四
年
（
五
三
七
）
、
李
業
興
が
梁
の
武
帝
の
も
と
へ
使
者
と
し
て
出
向
い
た
時
、
武
帝
が
、

　
　
易
に
太
極
と
日
ふ
、
是
れ
有
か
無
か
。

と
問
う
た
の
に
対
し
、
李
業
興
は
、

　
　
伝
ふ
る
所
の
太
極
は
是
れ
有
な
り
。
素
よ
り
玄
学
せ
ざ
れ
ば
、
何
ぞ
敢
へ
て
輯
ち
酬
い
ん
。

と
答
え
た
。
こ
の
李
業
興
の
態
度
も
、
自
ら
正
統
と
考
え
る
学
問
領
域
に
留
ま
り
、
玄
学
と
い
う
別
の
学
問
領
域
が
あ
る
こ
と
は
認

め

る
が
、
決
し
て
そ
こ
に
は
踏
み
込
ま
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
紀
謄
と
干
宝
と
に
共
通
す
る
の
は
、
天
地
の
始
め
を
不
可
知
と
し
、
天
地
に
先
だ
つ
も
の
に
関
す
る
議
論
を
虚
誕
と

し
、
そ
の
虚
誕
な
領
域
へ
踏
み
込
ま
な
い
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
地
を
重
視
し
、
天
地
以
還
の
「
有
」
の
世
界
を
重

視
す

る
考
え
方
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
紀
惰
と
干
宝
の
太
極
論
は
、
当
時
の
所
謂
崇
有
思
想
と
深
く
か
か
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ

れ

る
。
な
お
、
崇
有
思
想
と
は
い
っ
て
も
、
様
々
な
展
開
が
あ
り
、
一
ま
と
め
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
崇
有
思
想

の

展
開
を
追
い
つ
つ
、
紀
謄
と
干
宝
の
太
極
論
と
の
か
か
わ
り
を
考
察
す
る
の
は
、
本
稿
の
手
に
は
余
る
。
そ
こ
で
崇
有
思
想
の
一

つ

と
し
て
、
斐
顧
の
「
崇
有
論
」
を
取
り
上
げ
、
紀
謄
と
干
宝
の
太
極
論
と
の
か
か
わ
り
を
指
摘
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
斐
領

（
二
六
七
－
三
〇
〇
）
の
「
崇
有
論
」
　
（
『
晋
書
』
本
伝
）
は
、

　
　
夫
れ
至
無

な
る
者
は
、
以
て
能
く
生
ず
る
無
し
。
故
に
始
め
て
生
ず
る
者
は
、
自
生
す
る
な
り
。
自
生
し
て
必
ず
有
を
体
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
、
「
無
」
が
「
有
」
を
生
ず
る
こ
と
を
否
定
し
、
「
有
」
は
自
生
す
る
、
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
崇
有
論
」
は
ま
た
、
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は
か

　
　
老
子
の

書
を
観
る
に
、
博
く
経
る
所
有
り
と
錐
も
、
而
れ
ど
も
有
は
無
よ
り
生
ず
と
云
ひ
、
虚
を
以
て
主
と
為
し
、
一
家
の
辞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
か

　
　
を
偏
立
す
、
宣
に
以
て
而
然
る
こ
と
有
ら
ん
や
。

と
、
『
老
子
』
四
十
章
の
「
有
は
無
よ
り
生
ず
」
と
す
る
説
を
批
判
す
る
。
さ
ら
に
、
結
び
の
文
章
に
は
、

　
　
有
を
済
す
者
は
、
皆
有
な
り
。
虚
無
は
、
案
ぞ
已
有
の
群
生
に
益
あ
ら
ん
や
。

と
あ
り
、
「
無
」
を
斥
け
、
文
字
ど
お
り
「
有
」
こ
そ
崇
ぶ
べ
き
も
の
と
す
る
。

　
斐
頓
が

「

崇
有
論
」
を
著
わ
し
た
目
的
に
つ
い
て
、
『
晋
書
』
本
伝
は
、

　
　
顧
深

く
時
俗
放
蕩
に
し
て
、
儒
術
を
尊
ば
ざ
る
を
患
ふ
。
何
曇
・
院
籍
は
素
よ
り
世
に
高
名
有
り
て
、
口
に
浮
虚
を
談
じ
、
礼

　
　
法
に

遵

は
ず
、
　
禄
し
て
寵
に
耽
り
、
仕
へ
て
事
を
事
と
せ
ず
。
王
術
の
徒
に
至
り
て
は
、
声
誉
太
だ
盛
ん
に
し
て
、
位
高
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ

　
　
勢
重
き
も
、
物
務
を
以
て
自
ら
嬰
ら
さ
ず
。
遂
に
相
放
効
し
、
風
教
陵
遅
す
。
乃
ち
崇
有
の
論
を
著
し
、
以
て
其
の
蔽
を
釈
く
。

と
言
う
。
『
晋
書
』
の
王
街
伝
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

　
　
魏
の

正
始
中
、
何
暑
・
王
弼
等
、
老
荘
を
祖
述
し
、
論
を
立
て
て
以
為
へ
ら
く
、
天
地
万
物
、
皆
無
を
以
て
本
と
為
す
。
…
術

　
　
甚
だ

之
れ

を
重
ん
ず
。
惟
だ
斐
顧
以
て
非
と
為
し
、
論
を
著
し
以
て
之
れ
を
識
る
。

と
あ
る
。
ま
た
、
『
三
国
志
』
斐
潜
伝
、
斐
松
之
注
に
は
、

　
　

（斐
顧
）
崇
有
・
貴
無
の
二
論
を
著
し
、
以
て
虚
誕
の
弊
を
矯
む
。

と
あ
り
、
『
世
説
新
語
』
文
学
篇
注
引
く
『
晋
諸
公
賛
』
に
は
、

　
　
頓
世
俗
の

虚
無
の

理
を
尚
ぶ
を
疾
む
。
故
に
・
・
宗
有
・
貴
無
の
二
論
を
著
し
、
以
て
之
れ
を
折
く
。

　
　
ロ
パ
　

と
あ
る
。
以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
斐
領
が
「
崇
有
論
」
を
著
わ
し
た
目
的
は
、
儒
術
を
尊
ば
ず
、
老
荘
に
基
づ
い
て
「
無
」
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を
貴
ぶ
、
当
時
の
虚
誕
な
学
風
を
批
判
是
正
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

こ
の
「
崇
有
論
」
と
、
紀
謄
と
干
宝
の
太
極
論
と
を
比
較
す
る
と
、
ま
ず
、
「
崇
有
論
」
は
「
有
」
の
自
生
を
説
き
、
紀
惰
の
太
極

論
も
天
地
と
い
う
「
有
」
の
自
生
を
説
く
。
ま
た
、
「
崇
有
論
」
は
、
『
老
子
』
の
「
有
は
無
よ
り
生
ず
」
と
す
る
説
を
批
判
し
、
老

荘
に

基
づ
い

て

「

無
」
を
貴
ぶ
当
時
の
虚
誕
な
学
風
を
批
判
す
る
。
こ
れ
は
、
紀
謄
の
『
老
子
』
の
「
先
天
の
言
」
に
対
す
る
批
判

や
、
干
宝
の
虚
誕
の
学
に
対
す
る
批
判
と
、
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
崇
有
論
」
と
、
紀
謄
と
干
宝
の
太
極
論
と
の

何

よ
り
の
共
通
点
は
、
「
有
」
を
重
視
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
紀
謄
と
干
宝
は
、
天
地
に
先
ん
ず
る
も
の
を
知
る
べ
か
ら
ざ
る

も
の
と
し
て
、
天
地
以
還
の
「
有
」
の
世
界
を
重
視
す
る
。
こ
れ
は
、
「
無
」
を
斥
け
、
「
有
」
を
崇
ぶ
「
崇
有
論
」
の
思
想
と
ま
さ

に
一
致
す
る
。

　
ま
た
、
こ
の
「
有
」
を
重
視
す
る
思
想
は
、
魏
晋
の
「
無
」
を
貴
ぶ
所
謂
玄
学
に
相
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方

が
生

ま
れ
て
き
た
の
は
、
「
無
」
を
「
太
極
」
と
す
る
王
弼
の
太
極
論
に
対
す
る
反
動
、
反
作
用
と
も
、
よ
り
広
く
言
え
ば
、
王
弼
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　

何
曇

ら
に
始
ま
る
「
無
」
を
貴
ぶ
学
風
に
対
す
る
反
動
、
反
作
用
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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結
語

　
王
弼
以
後
の

太
極
論
の

展
開
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
王
弼
の
易
学
を
継
承
す
る
と
目
さ
れ
て
い
る
韓
康
伯
と
『
周
易
正
義
』
の
太
極

解
釈

を
検
討
し
、
次
い
で
、
王
弼
よ
り
韓
康
伯
に
至
る
時
期
の
院
籍
・
成
公
緩
・
張
華
・
陸
機
・
左
思
・
顧
栄
・
紀
謄
・
干
宝
の
太

極
論
を
、
個
々
に
考
え
て
き
た
。
そ
こ
で
最
後
に
、
王
弼
以
後
の
魏
晋
時
代
の
太
極
論
の
全
体
的
な
傾
向
を
ま
と
め
て
お
く
。



一
、

魏
晋
に

お

い
て

も
、
漢
代
以
来
の
太
極
元
気
生
成
論
が
依
然
と
し
て
根
強
く
、
生
成
論
的
な
解
釈
が
主
流
を
占
め
て
い
る
。

二
、
そ
の
よ
う
な
生
成
論
的
な
太
極
解
釈
が
、
老
荘
思
想
の
流
行
も
あ
っ
て
、
『
老
子
』
の
生
成
論
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。

三
、
「
太
極
」
を
万
物
の
由
る
所
の
宗
と
す
る
王
弼
の
太
極
論
は
、
漢
代
以
来
の
太
極
元
気
生
成
論
ほ
ど
に
は
、
継
承
さ
れ
て
い
な

　
い
。

四
、
紀
膿
や
干
宝
の
よ
う
な
、
天
地
の
始
め
を
不
可
知
と
し
、
天
地
に
先
だ
つ
も
の
に
関
す
る
議
論
を
虚
誕
と
し
て
斥
け
、
天
地
以

　
還
の

「

有
」
の
領
域
に
留
ま
ろ
う
と
す
る
考
え
方
が
見
ら
れ
る
。

以
上
の

四
点

を
魏
晋
に
お
け
る
太
極
論
の
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
指
摘
し
て
お
く
。
な
お
、
玩
籍
や
韓
康
伯
の
よ
う
に
、
一
方
で
王

弼
太
極
論
の

影
響

を
受
け
、
そ
れ
を
継
承
し
な
が
ら
、
ま
た
一
方
で
は
漢
代
以
来
の
生
成
論
的
な
太
極
解
釈
を
受
け
継
い
で
い
る
例

も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
個
々
の
思
想
家
を
、
漢
代
以
来
の
太
極
論
を
継
承
す
る
人
と
、
王
弼
の
太
極
論
を
継
承
す
る
人
と
に
、
載

然

と
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
王
弼
の
太
極
論
よ
り
も
漢
代
以
来
の
太
極
論
が
継
承
さ
れ

て

い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
王
弼
の
太
極
論
が
忠
実
に
継
承
さ
れ
ず
、
漢
代
以
来
の
太
極
論
が
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
続
け
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
一
つ
に
は
、
王
弼
の
「
太
極
」
を
万
物
の
由
る
所
の
宗
と
す
る
所
謂
体
用
論
的
な
考
え
方
が
、
生
成
論
的
な
太
極
解
釈
が
主
流

で

あ
っ
た
当
時
の
思
想
界
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
よ
り
根
本
的
な
原
因
は
、
王
弼
の
易
学
そ

の

も
の
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
東
晋
の
孫
盛
は
、
王
弼
の
易
学
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
批
判
を
加
え
て
い
る
。

　
　
六
交
の
変
化
、
群
象
の
敷
ふ
所
、
日
時
歳
月
、
五
気
の
相
推
に
至
り
て
は
、
弼
皆
損
落
し
、
関
せ
ざ
る
所
多
し
。
（
『
一
二
国
志
』

　
　
鍾
会
伝
注
）
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王
弼
の

易
学
は
所
謂
義
理
易
で
あ
る
。
象
数
を
全
く
説
か
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
孫
盛
が
批
判
を
加
え
て
い
る
よ
う
に
、
漢
代
の

所
謂
象
数
易
（
漢
易
）
が
説
く
占
い
や
暦
と
い
っ
た
内
容
を
「
損
落
」
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
王
弼
が
「
濱
落
」
し
た
内
容
は
、

当
時
の
易
学
の
一
部
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
当
時
の
易
学
そ
の
も
の
が
、
そ
の
よ
う
な
内
容
を
欠
落
し
た
ま
ま
に
は

成
立

し
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
魏
晋
に
お
い
て
も
、
従
来
の
占
い
や
暦
と
い
っ
た
も
の
と
深
く
結
び
つ
い
た
漢
易
が
根
強
か
っ

た

の

で

は
な
い
か
。
太
極
元
気
説
は
、
『
漢
書
』
の
律
暦
志
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
漢
代
の
暦
や
占
い
を
そ
の
内
容
と
す
る
象
数
易
と

深

く
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
魏
晋
以
降
も
、
太
極
元
気
生
成
論
は
継
承
さ
れ
、
当
時
の
易
学
に
と
っ
て
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
内
容
を
欠
落
し
た
王
弼
の
易
学
は
、
そ
し
て
そ
の
太
極
論
は
、
も
う
一
つ
浸
透
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（
1
）
　
『
北
斉
書
』
『
惰
書
』
及
び
『
北
史
』
儒
林
伝
参
照
。

（
2
）
魏
晋
に
お
け
る
太
極
論
に
つ
い
て
は
、
湯
用
彫
『
魏
晋
玄
学
論
稿
』
（
北
京
、
人
民
出
版
社
、
一
九
五
七
∀
六
二
頁
以
下
、
関
正
郎
「
王

　
　
弼
の

無
に

つ

い

て
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
十
、
一
九
五
八
）
、
加
賀
栄
治
『
中
国
古
典
解
釈
史
・
魏
晋
篇
』
（
勤
草
書
房
、
一
九
六
四
）

　
　
二
九
七
頁
以
下
、
福
永
光
司
「
儒
道
仏
三
教
交
渉
に
お
け
る
気
の
概
念
」
（
東
京
大
学
出
版
会
『
気
の
思
想
』
第
二
部
総
論
、
一
九
七
八
、

　
　
ま
た
『
道
教
思
想
史
研
究
』
所
収
）
、
同
「
中
国
宗
教
思
想
史
」
（
『
岩
波
講
座
東
洋
思
想
十
三
　
中
国
宗
教
思
想
一
』
一
九
九
〇
）
八
二
頁

　
　
以
下
、
湯
一
介
『
郭
象
与
魏
晋
玄
学
』
（
湖
北
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
）
四
三
頁
以
下
、
朱
伯
昆
『
易
学
哲
学
史
　
上
冊
』
（
北
京
大
学

　
　
出
版
社
、
一
九
八
六
）
三
二
七
頁
以
下
、
二
八
二
頁
以
下
、
及
び
二
三
六
頁
以
下
参
照
。
ま
た
、
易
学
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
本
田
済
『
易

　
　
学
1
成
立
と
展
開
ー
』
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
〇
）
、
鈴
木
由
次
郎
『
漢
易
研
究
』
（
明
徳
出
版
社
、
↓
九
六
三
）
、
戸
田
豊
三
郎
『
易
経

　
　
注
釈
史
綱
』
（
風
間
書
房
、
一
九
六
八
）
を
、
魏
晋
の
学
術
一
般
に
つ
い
て
は
、
狩
野
直
喜
『
魏
晋
学
術
考
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
）
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を
参
照
し
た
。

（
3
）
　
『
太
平
御
覧
』
巻
一
「
太
極
」
引
く
班
固
「
典
引
」
は
、
「
太
極
之
元
」
を
「
太
極
之
先
」
に
作
る
。

（
4
）
　
王
弼
に
関
す
る
引
用
は
、
棲
宇
烈
『
王
弼
集
校
釈
』
（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
）
に
よ
る
。

（
5
）
　
『
周
易
正
義
』
は
、
韓
康
伯
が
「
大
術
」
章
に
お
い
て
王
弼
説
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
て
、
「
韓
氏
親
受
業
於
王
弼
、
承
王
弼

　
　
之
旨
。
故
引
王
弼
云
、
以
証
成
其
義
」
と
言
う
。
し
か
し
、
韓
康
伯
が
「
親
し
く
業
を
王
弼
に
受
け
」
た
と
い
う
の
は
、
『
困
学
紀
聞
』
巻

　
　
一
、
易
に
「
愚
孜
、
王
弼
終
於
魏
正
始
十
年
、
韓
康
伯
東
晋
簡
文
帝
引
為
談
客
、
二
人
不
同
時
、
相
去
甚
遠
。
謂
之
親
受
業
、
誤
　
」
と

　
　
あ
る
よ
う
に
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
は
誤
り
で
あ
る
。

（
6
）
　
『
老
子
』
四
章
に
「
道
沖
而
用
之
或
不
盈
、
淵
号
似
万
物
之
宗
。
挫
其
鋭
、
解
其
紛
、
和
其
光
、
同
其
塵
。
湛
号
似
或
存
、
吾
不
知
誰

　
　
之
子
、
象
帝
之
先
」
と
あ
る
。

（
7
）
　
湯
用
形
氏
前
掲
書
七
一
頁
は
、
こ
の
王
弼
注
に
つ
い
て
、
「
論
理
上
の
先
後
で
あ
り
、
時
間
の
先
後
で
は
な
い
」
と
言
う
。

（
8
）
　
王
弼
の
『
論
語
』
述
而
篇
注
は
「
道
者
、
無
之
称
也
、
無
不
通
也
、
無
不
由
也
、
況
之
日
道
」
と
言
う
。

（
9
）
　
『
周
易
正
義
』
に
つ
い
て
は
、
襲
鵬
程
「
孔
穎
達
周
易
正
義
研
究
」
（
『
台
湾
師
範
大
学
国
文
研
究
所
集
刊
』
二
四
上
、
一
九
八
〇
）
参

　
　
照
。

（
1
0
）
　
玩
籍
に
関
す
る
引
用
は
、
原
則
と
し
て
陳
伯
君
『
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
　
院
籍
集
校
注
』
（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
八
七
）
に
よ

　
　
る
。
な
お
、
院
籍
に
つ
い
て
は
、
福
永
光
司
「
玩
籍
に
お
け
る
催
れ
と
慰
め
ー
玩
籍
の
生
活
と
思
想
」
（
『
東
方
学
報
』
二
八
、
一
九
五

　
　
八
）
、
松
本
幸
男
『
院
籍
の
生
涯
と
詠
懐
詩
』
（
木
耳
社
、
一
九
七
七
）
参
照
。

（
H
）
　
『
老
子
』
三
十
七
章
に
「
道
常
無
為
、
而
無
不
為
。
侯
王
若
能
守
之
、
万
物
将
自
化
」
と
あ
る
。

（
1
2
）
　
玩
籍
は
ま
た
、
「
答
伏
義
書
」
に
お
い
て
「
総
玄
網
干
太
極
」
と
言
い
、
「
大
人
先
生
伝
」
に
お
い
て
「
奮
乎
太
極
之
東
」
と
言
い
、
「
詠

　
　
懐
詩
其
三
十
五
」
に
お
い
て
「
太
極
可
聞
翔
」
と
も
言
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
「
太
極
」
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明

　
　
白
で
は
な
く
、
ま
た
、
繋
辞
伝
の
「
太
極
」
と
は
別
の
概
念
の
「
太
極
」
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
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（
1
3
）
　
二
人
の
太
極
論
は
、
紀
膿
伝
に
よ
れ
ば
、
紀
謄
が
召
さ
れ
て
、
顧
栄
と
共
に
洛
陽
に
赴
く
途
中
で
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
年
代
は
、
顧
栄

　
　
伝
に

記

さ
れ
て
い
る
永
嘉
の
初
（
三
〇
七
年
頃
）
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
劉
汝
森
『
漢
晋
学
術
編
年
』
は
、
二
人
の
太
極
論
を
光

　
　
煕
元
年
（
三
〇
六
）
の
こ
と
と
す
る
。

（
1
4
）
　
こ
の
「
王
氏
」
が
王
弼
か
否
か
は
、
議
論
の
別
れ
る
所
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
決
定
的
な
証
拠
を
欠
く
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、

　
　
こ
の
「
王
氏
」
が
誰
で
あ
る
か
の
詮
索
は
省
略
す
る
。
な
お
、
湯
用
彫
氏
前
掲
書
七
一
頁
は
、
王
弼
で
あ
る
と
す
る
。
朱
氏
前
掲
書
三
二

　
　
九

ー
三
三
二
頁
は
、
湯
用
形
氏
の
説
を
否
定
し
、
王
粛
を
指
す
か
も
し
れ
な
い
と
す
る
。

（
1
5
）
　
『
老
子
』
七
章
に
は
「
天
長
地
久
。
天
地
所
以
能
長
且
久
者
、
以
其
不
自
生
、
故
能
長
生
」
と
あ
る
。

（
1
6
）
　
紀
謄
の
論
に
は
「
称
易
準
天
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
繋
辞
上
伝
の
「
易
与
天
地
準
」
に
拠
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
次
の
一

　
　
段
で

は
、
『
老
子
』
二
十
五
章
の
「
有
物
混
成
、
先
天
地
生
」
を
「
老
氏
先
天
之
言
」
と
言
う
。

（
1
7
）
最
後
の
一
句
は
「
応
に
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
所
た
り
」
と
訓
読
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

（
1
8
）
　
干
宝
に
つ
い
て
は
、
朱
氏
前
掲
書
二
八
七
ー
二
八
八
頁
、
拙
稿
「
干
宝
易
注
の
特
徴
」
二
中
国
思
想
史
研
究
』
十
一
、
一
九
八
八
）
参

　
　
照
。
な
お
、
没
年
は
『
建
康
実
録
』
巻
七
に
よ
る
。

（
1
9
）
　
『
穀
梁
伝
』
隠
公
三
年
の
原
文
は
「
知
其
不
可
知
、
知
也
」
で
あ
る
。
な
お
、
『
論
語
』
為
政
篇
に
「
子
日
、
由
、
誇
女
知
之
乎
。
知
之

　
　
為
知
之
、
不
知
為
不
知
、
是
知
也
」
と
あ
る
。

（
2
0
）
　
『
晋
書
』
巻
五
引
く
「
晋
紀
総
論
」
は
「
学
者
以
老
荘
為
宗
而
拙
六
経
、
談
者
以
虚
蕩
為
辮
而
賎
名
検
」
に
作
る
。

（
玉
2
）
　
「
崇
有
論
」
を
始
め
と
す
る
崇
有
思
想
に
つ
い
て
は
、
湯
一
介
氏
前
掲
書
六
三
頁
以
下
、
任
継
愈
主
編
『
中
国
哲
学
発
展
史
・
魏
晋
南

　
　
北
朝
』
（
北
京
、
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
）
一
八
三
頁
以
下
、
戸
川
芳
郎
「
貴
無
と
崇
有
i
漢
魏
期
の
経
芸
」
（
『
中
国
哲
学
研
究
』
四
、

　
　
一
九
九
二
）
参
照
。

（
2
2
）
自
生
を
説
く
の
は
、
『
易
緯
乾
整
度
』
巻
上
「
太
初
者
、
気
之
始
也
」
に
対
す
る
鄭
玄
注
「
則
太
初
者
、
亦
忽
然
而
自
生
」
に
先
例
が
あ

　
　
る
。
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（
2
3
）
　
中
華
書
局
の
標
点
本
『
晋
書
』
の
校
勘
記
に
従
い
、
「
皆
以
無
為
為
本
」
を
「
皆
以
無
為
本
・
に
改
め
る
。

（
2
4
）
　
こ
こ
に
あ
げ
た
二
点
の
文
献
は
、
い
ず
れ
も
斐
頒
が
「
崇
有
」
「
貴
無
」
の
二
論
を
著
し
た
と
す
る
が
、
「
貴
無
諭
」
は
今
に
伝
わ
ら
な

　
　
い
。

（
2
5
）
　
顧
栄
と
紀
膿
の
論
争
に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
王
氏
が
も
し
王
弼
な
ら
ば
、
本
稿
の
こ
の
見
解
は
、
王
弼
の
太
極
天
地
説
を
認
め
る

　
　
紀
膿
の

太
極
解
釈

は
王
弼
太
極
論
に
対
す
る
反
動
、
反
作
用
で
あ
る
、
と
い
う
一
見
矛
盾
し
た
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
も
し
王
氏
が
王

　
　
弼
だ
と
し
て
も
、
紀
謄
が
「
太
極
天
地
」
の
意
味
を
忠
実
に
理
解
し
た
と
は
限
ら
ず
、
王
弼
の
説
に
拠
り
つ
つ
、
王
弼
に
反
す
る
解
釈
を

　
　
す
る
こ
と
も
、
充
分
に
あ
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
ま
た
、
例
え
ば
『
風
俗
通
義
』
皇
覇
篇
に
「
蓋
天
地
剖
分
、
万
物
萌
硫
、
非
有
典
芸
之
文
、
堅
基
可
拠
、
推
当
今
以
覧
太
古
、
自
昭
昭

　
　
而
本
冥
冥
、
乃
欲
審
其
事
而
建
其
論
、
董
其
是
非
而
綜
其
詳
略
、
言
也
実
為
難
哉
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
地
の
始
め
を
知
り
が
た
い
も
の

　
　
と
す
る
考
え
方
は
漢
代
に
も
あ
り
、
紀
謄
や
干
宝
の
考
え
方
は
こ
れ
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
も
あ
る
。
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